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スペシャルトークショーのゲストとして安井政史様にお越しいただきました！ 

総探の授業でも度々お世話になっている本橋馨様と放送部員からの紹介で、トークショーがス

タートしました。 

生徒も参加して新喜劇を行いました！笑いが絶えないトークショーになりました。 

１１月１０日（日）甲佐町産業文化祭が開催されました。今年度は、産業文化祭への学校全体と

しての参加ではなく、一部有志とＰＴＡ、ボランティアで参加しました。 

 

 

ステージ発表では、代議員会や保健委員会によるプレゼンテーション、２年生のインターン

シップについての報告などがありました。それぞれが発表スライドに様々な工夫を凝らしてい

ました。昨年度に引き続き、生徒会企画「未成年の主張」も盛り上がりました～！！ 

各学年やクラスで企画した体験コーナーも賑わっていました。 

美術部や美術選択者による作品や、松橋西支援学校高等部上益城分教室さんの生徒による貼

り絵、図書委員によるおすすめの本など、校内各所に授業成果を展示しました。 



 

  

 

12月 13日（土）、甲佐町人権週間町民集
会が甲佐町役場で開催されました。本校生徒
も人権作文発表者として参加しました。甲佐
高校で頑張っていることを振り返って、自ら
を見つめなおす内容でした。甲佐高校でいじ
めをなくす取り組みの一つである「きずな月
間」の実施で、SNSに関す 
る１５のことから１６のこ 
とへ改正したものを伝え、 
いじめをなくす動きとなる 
考えも堂々と発表できまし 
た。校内でもさらに取り組 
みを継続したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 28 日（金）、部落解放同盟熊本県
連合会書記長の秦竜也様を講師としてお招
きし、「部落差別の現実と今後の課題～人権
教育・啓発に期待すること～」と題して、講
演会を実施しました。本校生徒は事前に部落
問題を学んだうえで講演会に臨み、事後の学
習につなげる形式でした。今回の講演会で生
徒たちも差別の実態や今後、差別をなくすた
めにどうすべきか、改めて考えることができ
ました。 

 
甲佐高校ホームページの QR コードです。 
甲佐高校生の日常の様子を見ることができますので、お時間がある時に 
ぜひ、のぞいてみてください！ 

12月５日（金）天候に恵まれ、スポーツ
フェスティバルの最終種目である氷魚の
陣、長距離走大会が開催されました。正門
前からスタートし、男子は 10km、女子は
7km のコースをそれぞれのペースで頑張
りました。 

11 月 14 日（金）に NPO 法人 DV 対策・
予防センター九州理事長の原健一様をお招き
し、『お互いを大切にして、よりよい関係を築
くために～交際相手からの暴力“デート DV”
について～』と題して、講演会を実施しました。
感想文に『お互いを尊重することが大切だと学
んだ。男女関係だけでなく、友達関係でも同じ
ことが言えるので、日頃から言葉遣いに気を付
けたい』『暴力ではなく、話し合いで解決した
いと思った』等あり、学びの多い研修になりま
した。 

11 月 28 日（金）令和７年度熊本県がん
ばる高校生表彰式が開催され、本校生徒が参
加し、木村知事から表彰状を受け取りました。 

１２月３日（水）、３年生向けにキャリア・
起業教育として「デジタルマーケティング」
講座を行いました。講師の株式会社 BREAK 
小川様には起業までの経緯やデジタルマーケ
ティングについて 
例を挙げながらわ 
かりやすくお話し 
いただきました。 
これから社会に出 
ていく生徒たちに 
よい刺激になりま 
した。 

 


